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本日をもって、救援ボランティア第二陣（福島チーム 69 人・7 日間、岩手チーム 91 人・5 日間）が、

現地での活動を終え、帰路につきます。出発前夜に発生した強い余震で宮城チームの派遣を見送らざるを得

なくなり、その後も余震が相次ぎましたが、安全確保を徹底しながら活動を完遂しました。 

16 日出発の第三陣は、岩手、宮城、福島合わせて、構成組織・地方連合会から 289 名が参加する予定

です。 
                                                

 
◆写真レポート◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(左)作業前の側溝。津波によって運ばれた土砂で完全に埋まっています。 
(中)作業の様子 (右)作業後、側溝が確保されました。(14 日・福島いわき) 

←福島・いわき
市 で の 給 水 作
業の様子。 
住 民 の 皆 さ ん
と 協 力 し な が
ら、手際良く給
水 を 進 め て い
きます。 
(13 日) 

←福島・相馬の
民宿での片づけ
作業。流されて
きた漁網にゴミ
が絡みつき、や
っかいな作業と
なりました。 
(14 日) 

←岩手・釜石で
の 家 屋 の 片 づ
け作業の様子 
(11 日) 

←岩手・大槌、
津 波 で 家 並 み
が 完 全 に 失 わ
れている中を、
活 動 先 に 向 か
う ボ ラ ン テ ィ
ア隊。(11 日) 


